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いて葉の理論が どのような意義 と課題 を持 っていたの
かを示す。












は、『文心:読 み書 きのス トー リー』3(以 下、『文心』










に、『文心』は1933年 の 『中学生』に連載 され始め、








ることであ り、場合 によって 「知識→知識」 「知識→生
活」「生活→知識」「生活→生活」に 「触発」 されると
いった異る意味があると述べている5。しかし、それぞ
れの場合 の 「触発」には具体的にどのよ うな意味や特
質をもっているのか、陳の研究においては明らかに さ
れていない。また、「触発」とい う方法論を通 して一体
どのような力を生徒 に身にっけてほしいのか とい う分
析視角は欠けている。そのため、知識 と生活の関係論





通 して明 らかにする。国語科 とい う学問と生活の間と
国語科の内部における 「触発」の事例だけではなく、
教科の枠 を超 えた 「触発」の事例にも注 目する。
2.「 触発」の原理に関する検討
「触発」は本来、①物に触れて、発動 ・発射 した り





それは、『周易 ・系辞上』における 「類推 を働かせる、
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一事を知って万事を察する(触 糞労通)」の意味であ り、
方法論 としては最初 に孔子が提唱 したとみな され る、
「四角な物の一隅を取 り上げて教えれば、それによっ
て他の三隅を類推 して理解するように、積極的に自分
で考 え求めること(挙 一隅不以三隅反,則 不復也)J7と
い う一節に表れている。 この方法を初めて国語教育に




葉に触れ、それ が平 日に読んだほかの文章の内容 に関










か しながら、 「裏付けられた」、「使お うとするある理
論」、 「作文のいい材料になる」といった言葉は、明ら
かに感 じて悟る意味に止ま らず、感 じて悟ったことを
様々な生活場面において活かすことができるとい う教
育 目標を暗示 している。また、上記の 「触発」の解釈
には孔子が提唱 した類推の方法と共通する部分が存在
するだけではなく、「自分の生活に重ね合わせた部分





1940年 、葉 が 『中学校国語課程綱要』(日 本の学習
指導要領にあたる)の 教育 目標 について、「国語は公民
科や道徳教育になってはいけない。内容上では教育的
意味を考慮す るが、方法上では、国語を教科 として設
立 した本旨、いわゆる、読み書き能力の育成 とい う本
来の 目的を忘れならぬ」10と 主張 した。つま り、葉
は、国語科の教育内容では訓育と陶冶の統一を目標 と
して捉えることができると認める一方で、教育方法 と
しては、知識 と技能を習得 させる働 きである陶冶を 目
標 として位置付けるべきであると強調 している。従っ
て、この陶冶の目標を実現す るための重要な方法 ・手




具体的な事例 を、生活 と知識 とい う関係論ではなく、
教科と生活、教科内、教科間の3つ の場合に分けて検
討するti。この分け方にす ると、「触発」の事例 は 『文
心』か らもっとも抽 出しやすいからである。また、教
科 と生活の場合を さらに詳 しく分けると、生活から国
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第二十三章 白話詩 ①ア
第二十四章 推敲  
第二十五章 読書筆記 一


















会(以 下、起草委員会 と略す)が 全国教育連合会によ
って組織 され、葉がそこで 『初級中学校国語課程綱要』








と規定 され た基本科目を 「精読」12と 「略読」13とい う













ア.生 活か ら国語科への 「触発」
『文心』において、生活から国語科への 「触発」と






「書 きたいものが 『内容』 と呼ばれ、内容を分かりや
す く示す ものが 『題 目』 と呼ばれ る。 この順番で行 く
と、必ず書 きたいものが先にあって、次に題 目が出る。
これまでの作文練習では、題 目を出 してか ら内容を考














過 ごした先生に手紙を送るなら、 どんなことを伝 えた
いのか」 とい う質問から、生徒の感情を動か し、書 く
意欲を引き出 した。 ここにお ける重要なポイン トは、
「内容」は 「題 目」より先にあるため、教師は生徒 と
共に生活 を過 ごしている うちに、生徒たちの様子をよ
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く観察し、彼 ら一人一人の実態や心情に合わせて書く
テーマを提示 してい くことが大切であると考えられ る。
作文の場合だけではなく、生徒が文学作品を読む時で
も、 自らの生活体験 と経験者の助言を通 して文学的な





秋の夜空をよく観察 し、その場に身 を置 くように感 じ
ようとア ドバイスした。すると、2人 が自分の経験 し
た深秋の夜空と周 りの風景を思い出 し、「秋夜」に共感
す ることができるようになった。一方、「秋夜」の情景
描写に魯迅の内面的な経験 と情感(例 えば、1920年 代
の社会における生活、当時の社会への絶望や希望が交
えた情感)が 移入 しているため、生徒がどうして も理
解できない部分が存在 している。それに対 して、たと
えいま分か らな くてもそれでいい とい うコメン トが書
かれている。 ここには、著者 とは必ず しも一致 しては
いな く、読者 としてのそれぞれの個性 と発達段階を尊
重するとい う現代でも通 じるような児童中心的な考 え
方が示 されている。
なお、葉は知識を求める原動力がもともと児童 ・生
徒の中に存在すると認 めながらも、 「児童の知識 ・行
動 ・快楽を求める欲望を満たせる際に、かれ らの活動

















たバ ラが咲いたとき、 うれ しくて 『バ ラが咲いた』 と
い う文章を書きま した」 「姉が病気 になった時、私がと
ても心配でしたが、『姉の病気』について書いたら、ち
ょっと楽にな りま した」 な どが挙げられてい る16。こ
れ らの回答 より、「作文 とは何か」とい うテーマの検討
に導 き、最終的に 「作文はどうでもよい文字の トリッ
クではなく、食べることや話す ことと同 じように、生
活の中での一項 目」であるとい う結論が生徒たちの中




















分の文づ くりに活かすために、 自分の生活環境 に興
味 ・関心を持ち、注意深く観察することが大切である
と示唆 されている。
こうして、教科学習を通 じて生活に対す る関心 ・意
欲が高ま り、また生活を通 して教科学習が深まること
が 「触発」の効果であるといえる。この場合の 「触発」






















を思い出す。『怒 る』とい う単語を見ると、『憤 る』『恨
む』『腹をたてる』『むかつく』『うれ しくない』等の類



























(3)他 教科 と国語科との 「触発」
『文心』において、教科の枠 を越えた場合の 「触発」
にあたる章は少ない。 しかし典型的な事例 として、他
教科 と国語教育とが相互に 「触発」 しているような事
例が第18章 において詳細に描かれている。
それは、王先生の職員室に行われた好き嫌いはどの




に注 目す る。「この課題 の要 旨は、とにかく授業の始ま
る時間を算出することです。 これは、文章の中心思想
のような ものです。課題の文脈の7時25分 に家から出
発すること、1分 間に50歩 を歩 くこと等 を、作文の材
料 にたとえることができます。 ただ し、中心思想と材
料があっても、必ず しも文章を書けるわけではないで
す。まずは、材料を選択 ・分類 しなければな りません。
それぞれの材料の関係性 を見出 して、グループとして
整理 したほうが良いのです。そ して各グループの材料
をどこに、 どのように使 うことを自分で決 めなければ
なりません。中心思想が捉 えられたうえで、一つの見
方に拘 らず、プラスやマイナスな ど多様な角度から材
料を分析 ・活用することが重要です。今回の 『A君 が
授業開始の7分 前に足を止めたとしたら(資 料1の 下
線部参照)』とい う仮説はマイナスな角度から材料を活
用する例です」22。 この事例 を聞いた王先生は、 「算





である。最初に、「A君 は毎 日、午前7時25分 に家を
出て学校へ行きます。ある日、1分 間に50歩 を歩いた
ら、授業が始まる7分 前に教室に着きま した。翌 日、1




志青君は先生の指名で黒板 に解答 を書 くことにな
ったが、なかなか解 けなくて仕方なかった。ヒン トは、
歩数の差と時間の差に注 目することにある。沈先生が
開示 した解答例を次の ようである。 「2回の速度 とし
ての歩数の差が15歩 であ り、かかる時間の差は12分
です。いわゆる、A君 の場合は、1分 間に15歩 少なく
歩 くと、12分 遅れ ることにな ります。ある仮説を立て
ます。もし5分 遅刻 した 日にA君 が授業開始の7分 前
に足を止めたとしたら、学校までは 『12分 ×35歩=
420歩 』残っています。この420歩 は1分 ごとに15歩
少な く歩いたか らたまったもので、授業開始の7分 前
までに、A君 は、『420歩 ÷15歩=28分 』で、28分 歩
きま した。 出発時間は7時25分 なので、『25分+28
分+7分=60分 』です。つまり、A君 の学校の授業開




この事例か ら、数学 と国語が互いに 「触発」できる
点に焦点をあてて考察す る。まず、数学課題の場合、
限 られた情報の中で、情報の関係 を整理 した うえで、




様々な側面か らの分析 、解釈、評価などの方略を使 う
ことになる。つまり、両者は、①最初に困難で迷いが
生 じるような課題があるとい う点、②新 しい材料や情
報を取 り出す必要がある点、②材料や情報の関連性に











が反映 されてお り、一つの知識 ・技能 を修得 したこと
によ り、他の知識 ・技能をより効率的に習得できるよ
うになるとい う学習の転移が含まれている。それだけ





第一に、教育 目標 として、実質陶冶 と形式陶冶を両
方 とも実現 させ ようとする点である。国語科から生活
への 「触発」は、実生活の中で役に立っよ うな具体的 ・
個別的な国語科の知識 ・技能の獲得を 目指す実質陶冶
を 目標 とする。一方、教科内と教科間における 「触発」
の場合、従来の国語のあ り方である暗唱や反復練習に
よる陶冶から、思考のプロセスと方法に重心を置 く形









数学課題 と論文作成 の間の転移がそれ らの 「触発」の
キーワー ドとして浮かび上がっている。こ うした 「触
発」の方法論は、葉 自身さえも意識 していない様 々の
認知方略との共通性 と関連性を表 しているといえる。
第三に、授業や学習における主体についての学習者



















科 と生活における 「触発」の事例 より、生活文脈 と切
り離 された従来の国語教育と相反 し、実生活 と一体化
した読み書き生活 とい う文脈設定を重視 した新たな国




質を明らかに した。2.に おいて 「「触発」の異なる場
合の意味を明 らかにす るために、『文心』における 「触
発」の事例 を、①教科 と生活、②教科内、③他教科と
国語科 との 「触発」の3つ の場合に大別 した。 さらに
①の場合をア,生 活から国語科への 「触発」 とイ.国
語科から生活への 「触発」の2つ に分類 した。3.に お
いて、『文心』に対応す るカ リキュラムの特徴 を意識 し
た うえで、それぞれの場合の典型的な事例を取 り上げ
て検討 した。(1)ア,で は作文の授業例 と精読の予習
例を通 じて、「触発」には生徒 に共感 させ るよ うな教師
の働きかけが重要であることを検討 した。イ.は 作文
の意義の確認 と漢字の学習 ・応用例を通 して、生活 に
おける具体的 ・個別的な知識 ・技能の応用が 「触発」




あることを示 している。(3)で は、数学課題を解 くこ











『文心』 に提唱 された 「触発」について、中国にお
けるその後の理論 と実践の展開の記録が残 されていな




学習の理論 ・実践の熟成過程を明 らかにし、 「触発」の
方法論を今 日の教育に照らし合わせつつ検証すること、




運動の中で古典的文語文の限界 が自覚 され,一 部 に
〈言文一致〉の主張が芽生えて以来の大衆的書面語の
創成・普及のための意識的努力全部を指す とすれば,




2顧 黄初 「葉聖陶国語教育活動70年 」《揚州師院学報》
第34号 、1982年 。
3『文心』は17万 字であ り、32章 か らなっている。1933
年から1949年 の16年 の間に22度 の再版を重ねてお り、
教師や生徒を含む多 くの人々の国語教学の手引き書 と




4葉 聖陶、夏巧尊 『文心一読み書きのス トー リー』開明
書店、1934年 、序文。
5陳 郁"論 《文心》対当代語文教学的啓発"上 海師範
大学文献、1002-6908(2007)0420,2002年 。
6松 村明編 『大辞林第三版』三省堂、2006年 。














である(葉聖陶、朱 自清 《精浜指尋挙隅(精 読指導例)》
商務印書館 、1942年)。
13葉 聖陶"新 学制初級 中学課程綱要(草 案)"《 教育
雑誌》1923年5月1日 。
14葉 聖陶"国 語教学の二っの基本概念"《 教育染志》,
1940年,p.53。









20『 綱要』にお ける 「定期的演説 ・弁論」の科 目にあ
たる。 『文心』によると、この科 目は、テーマ と発表
する生徒を予め指定する特定講演 と、その場 で誰かを








とい うこと(求 之干己)と 、②その効果を見積 もると
い うこと(佑 定敷力)」 を推奨 している。すなわち、学
習方略の使い方において も、 自分の中で判断 ・評価の
基準を持ち、それによって自分の学習をコン トロール
した り学習効果を見積 もった りす ること、いわゆる自
己評価能力が重要視 されている。 このような『作文論』
における見解が 『文心』においてそのまま取 り入れた
場合が多いため、 「触発」論の形成が 『作文論』 と深
くかかわっていると考 えられる(葉 聖陶 《作文論》商
務 印書館、1924年 、p.356)。
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(博士後期課程)
